
［  キープレイヤーの視点  ］

豊明市／藤田保健衛生大学／名古屋大学医学部附属病院／
株式会社インターネットイニシアティブ

要介護者を減らす
地域包括ケア

地域包括ケアシステムの構築が全国の地域、行政で大きな課題とされるなか
注目を集めているのが、住民の医療と介護、生活を一体的に支える豊明市の取り組みだ。
徹底した調査で住民のニーズを把握、多職種が情報共有し、ケアの質を上げる。
大学と行政、企業が強力なタッグを組んで実現した「豊明モデル」の歩みを追った。

愛知県豊明市

大学
地域医療の

支え手として参画
必要な人材を育成

住民ニーズを
くみ取り必要な
サービスを提供

第 2 回

企業
課題解決を

長期的視点から
サポートに徹する

行政

広大な敷地に林立する豊明団地

撮影＝鈴木健司

× × でつくる

わがまちの医療
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医療×企業×地域 でつくるわがまちの医療

急
激
に
増
え
る
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
に

い
か
に
対
応
し
て
い
く
か
―
―
。

豊
明
市
が
導
き
出
し
た
の
は

医
療
・
介
護
連
携
の
先
を
行
く
、

〝
そ
の
狭
間
〞で
困
っ
て
い
る
人
の

ニ
ー
ズ
把
握
と
ケ
ア
の
提
供
だ
。

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
地
域
住
民
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
統
合
ケ
ア
を
行
う

標
準
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
。
16
年
度
よ

り
専
門
医
療
機
関
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
市
が
協
働
で
実
施
す
る「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」で
は
、

認
知
症
認
定
看
護
師
と
社
会
福
祉
士
が

支
援
対
象
者
を
訪
問
し
た
際
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
や
各
ケ
ー
ス
の
進
捗
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
上
げ
る
こ
と
で
常
に
情
報
共

有
を
図
っ
て
い
る
。

市
高
齢
者
福
祉
課
の
松
本
小
牧
課
長

補
佐
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
地
域
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
ツ
ー
ル
。
最
初
に
情
報

基
盤
が
整
っ
た
こ
と
で
、
チ
ー
ム
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ア
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
イ
ン

フ
ラ
が
あ
っ
て
も
患
者
の
ニ
ー
ズ
が
わ

か
ら
ず
、
実
態
把
握
の
必
要
性
を
感
じ

愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
隣

接
す
る
名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
知
ら
れ
る
豊
明
市
。
県
平
均
よ
り

高
齢
化
が
進
み
、
今
後
10
年
は
著
し
く

後
期
高
齢
者
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
特
に
、
昭
和
40
年
代
に
建
設
さ

れ
た
豊
明
団
地
は
55
棟
約
４
２
０
０
人

が
居
住
す
る
が
、
独
居
高
齢
者
・
高
齢

者
の
み
世
帯
が
増
加
。
ま
た
、
介
護
関

連
施
設
が
多
い
こ
と
か
ら
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
率
が
低
く
、
担
い
手
不
足
が

指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
急
激
に
増
え
続
け

る
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
課

題
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
て
、
市
で

は
医
療・介
護
連
携
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
最
初
に
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
。
２
０
１

１
年
度
か
ら
情
報
共
有
ツ
ー
ル「
い
き

い
き
笑
顔
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
導
入
し
た
。

医
療
と
介
護
の
狭
間
を

埋
め
る
組
織
づ
く
り

﹇
豊
明
市
﹈

地域
クローズアップ

藤田保健衛生大学は1964年に設立。理学療法士、
放射線技師など多様な医療人材の育成を図って
いる。「地域包括ケア中核センター」は学校法人
として全国初の介護保険事業設置許可を受けた

医師、看護師など多様な人材を育成
「ふじた まちかど保健室」は豊明団地内で看護師、
療法士、ケアマネジャーなどが健康不安などの
相談に応じるほかミニ講座を実施。夏休みは居
住大学生による「こども寺子屋教室」を開催

健康相談やミニ講座を実施

介護予防・日常生活支援総合事業の一
環で開催。集会所などで週1回、運動
プログラムを提供する。

「まちかど運動教室」開催

567回

訪問、通所サービスの支給額の2016
年度伸び率。10～ 15年度の平均は訪
問11.1％、通所21.7％。

訪問介護・通所介護伸び率

2.2％
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ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

高
齢
者
の
自
立
支
援 

介
護
費
抑
制
で
成
果

　
豊
明
市
の
地
域
医
療
を
語
る
に
は
、藤

田
保
健
衛
生
大
学
の
存
在
が
欠
か
せ
な

い
。13
年
、在
宅
医
療
の
充
実
を
図
る
べ

く
、「
地
域
包
括
ケ
ア
中
核
セ
ン
タ
ー
」を

開
設
。訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、居
宅

介
護
支
援
事
業
所
を
運
営
す
る
こ
と
で

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、地
域
間
で
の
情

報
共
有
を
進
め
た
。

大
学
と
市
は
連
携
協
定
に
関
す
る
包

括
協
定
を
結
び
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
同
大
学
・
同

セ
ン
タ
ー
の
都
築
晃
講
師
は「
夜
間
の

緊
急
対
応
な
ど
開
業
医
が
担
え
な
い
部

分
を
カ
バ
ー
し
、大
学
か
ら
医
療
ス
タ
ッ

フ
を
派
遣
す
る
こ
と
で
地
域
医
療
に
必

要
な
人
材
育
成
を
図
る
の
が
、
学
校
法

人
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
役
割
」と
語
る
。

行
政
・
医
師
会
な
ど
と
協
力
し
、
医
療

と
大
学
が
関
与
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
モ

デ
ル
と
し
て
成
功
し
て
い
る
。

14
年
度
か
ら
は
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
を
加

え
た
３
者
に
よ
る
、
豊
明
団
地
で
の
地

域
包
括
ケ
ア
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
。
空
き
店
舗
を
活
用
し
た「
ふ
じ

た 

ま
ち
か
ど
保
健
室
」の
開
設
や
、
団

地
内
の
学
生
居
住
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

先
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
も
、
市
と

大
学
で
共
同
研
究
を
実
施
。
藤
田
保
健

衛
生
大
学
病
院
の
入
院
患
者
54
人
を
対

象
に
レ
セ
プ
ト
分
析
し
、
１
年
間
の
動

向
と
経
過
を
追
跡
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
患
者
本
人
の
生
活
を
起

点
に
一
体
的
・
継
続
的
な
ケ
ア
を
提
供

す
る
調
整
役
の
不
足
と
い
う
課
題
が
見

え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
医
療
と
介
護
を

つ
な
ぐ
新
た
な
連
携
拠
点
と
し
て
今
年

７
月
、「
豊
明
東
郷
医
療
介
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
た
。「
医
療
と

介
護
の
狭
間
に
あ
る
課
題
解
決
は
、
一

つ
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
を
地
道
に
積
み
上

げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」（
松
本
課
長

補
佐
）

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
成
果
は
数

字
に
も
表
れ
て
い
る
。
高
齢
者
が
増
加

す
る
な
か
、
こ
こ
２
年
で
訪
問
介
護
、

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
額
の
伸
び

率
が
大
き
く
下
が
っ
て
き
た
の
だ
。「
介

護
保
険
の
利
用
あ
り
き
で
は
な
く
、
適

し
た
サ
ポ
ー
ト
を
見
つ
け
る
と
い
う
意

識
づ
け
の
変
化
で
す
」（
都
築
講
師
）

豊明団地内に開設した「豊明東郷医療介護サポー
トセンター」。市と隣町の東郷町、大学による共
同運営で地域包括ケア中核センターが中心となっ
て退院支援、療養支援などを行う

豊明市、東郷町、大学で共同運営都築晃
藤田保健衛生大学
講師

松本小牧
市高齢者福祉課
課長補佐

豊明市の を数字で見る医 企 地

すべて特定機能病院である藤田保健衛
生大学病院がもつ病床で、同一敷地内
の医療機関として国内最多。

一般病床数

1435床

2017年4月1日現在。高齢化率は25.2％と県
平均より高く、前期高齢者に人口の山がある
が今後は後期高齢者が急増する。

高齢者人口

17318人

４つの特別養護老人ホーム、２つの
老人保健施設の合計。施設系が充実
する一方、在宅資源が少ない。

特養・老健入所定員

707床

3 August  2017
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医療×企業×地域 でつくるわがまちの医療

１
９
９
２
年
、
日
本
初
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
事
業
者
と
し
て
創
業
し
た

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
。
ク
ラ
ウ
ド
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
Ｗ
Ａ

Ｎ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
提
供
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
事
業
領

域
を
拡
大
し
て
き
た
。

医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
つ
い
て

は
２
０
１
５
年
４
月
に
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事

業
準
備
室
を
発
足
。
16
年
４
月
か
ら
ヘ

ル
ス
ケ
ア
事
業
推
進
部
を
立
ち
上
げ
た

ば
か
り
だ
が
、
今
年
４
月
に
は「
Ｉ
Ｉ

Ｊ
電
子
＠
連
絡
帳
サ
ー
ビ
ス
」の
提
供

を
開
始
し
た
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
名
古
屋
大
学
医
学

部
附
属
病
院
先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支

援
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
情
報
共
有
ツ

報
交
換
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
。
現
場

利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
ら
れ
る
よ
う

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
対
応
も
進
め
、
長

期
的
視
点
で
自
治
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
」（
同
社
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
推

進
部
）

地
域
や
生
活
圏
を
越
え
て 

患
者
情
報
を
共
有
し
連
携

「
電
子
＠
連
絡
帳
」は
愛
知
県
内
54
市

町
村
の
う
ち
、45
自
治
体
で
導
入
済
み
。

各
自
治
体
は
統
一
し
た
在
宅
医
療
シ
ス

テ
ム
基
盤
と
し
て「
電
子
＠
連
絡
帳
」

を
導
入
し
て
い
る
が
、
地
域
が
抱
え
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向

け
た
課
題
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
自
地
域
に
合

っ
た
シ
ス
テ
ム
構
築
を
図
る
。
ま
た
、

ー
ル「
電
子
＠
連
絡
帳
」を
、
同
セ
ン

タ
ー
と
の
共
同
研
究
で
ク
ラ
ウ
ド
型
サ

ー
ビ
ス
と
し
た
も
の
だ
。
多
職
種
連
携
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
盤
と

し
て（
図
）、全
国
の
自
治
体
、医
師
会
、

医
療
法
人
等
を
対
象
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
っ
て
い
く
。

医
療
情
報
の
取
り
扱
い
に
係
る
各
種

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た
高
い
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
を
担
保
し
た
。
追
加

設
定
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
し
や
す
く
す
る
と
い
っ
た
、
同
社

が
得
意
と
す
る
ク
ラ
ウ
ド
技
術
で
設
計

の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
図
っ
た
。「
シ
ス

テ
ム
の
安
定
性
向
上
、
Ｄ
Ｒ
対
応
に
加

え
、
各
自
治
体
が
最
新
事
例
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
課
題
へ

の
解
決
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
情

企業
クローズアップ

Company

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は

「
電
子
＠
連
絡
帳
」を

ク
ラ
ウ
ド
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
。

地
域
特
性
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と

予
防
医
療
に
着
目
し
た

展
開
を
見
据
え
る
。

各
自
治
体
の
課
題
解
決
を

長
期
的
視
点
で
サ
ポ
ー
ト

﹇
株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
﹈

撮影＝関口宏紀

本社内のインターネットイニシアティブ（IIJ）のコーポレートロゴ（右）と洗練された受付（左）。日本の商用
インターネットを開始、社名どおり、インターネット技術分野でイニシアティブをとり続けてきた
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れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
一
人
ひ
と
り

に
必
要
な
療
養
計
画
を
新
た
に
作
成
す

る
の
に
役
立
つ
。「
こ
の
よ
う
な
地
区

モ
デ
ル
は
全
国
に
存
在
し
、
愛
知
県
内

の
各
自
治
体
が
構
築
し
た
事
例
は
、
他

地
域
で
も
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
一
度
構
築

し
た
ら
完
了
で
は
な
く
、
日
々
成
長
を

続
け
、
進
化
し
て
い
る
こ
と
を
現
場
ヒ

ア
リ
ン
グ
の
繰
り
返
し
で
感
じ
て
い
ま

す
」

医
療
費
適
正
化
、保
健
指
導 

健
康
増
進
の
事
業
創
出

現
在
は
疾
病
対
策
分
野
で
の
活
用
が

多
く
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
予
防
医

療
に
も
着
目
し
て
い
く
。
そ
の
一
環
と

豊
明
市
の「
い
き
い
き
笑
顔
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」の
よ
う
に
、
自
治
体
や
医
療
圏

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
名
称
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
運
用
も
地
域
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
だ
。東
三
河
北
部
医
療
圏（
新

城
市
、
設
楽
町
、
東
栄
町
、
豊
根
村
）

と
東
三
河
南
部
医
療
圏（
豊
橋
市
、
豊

川
市
、
蒲
郡
市
、
田
原
市
）は
共
同
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
自
治
体
に
よ
っ
て

は
高
度
急
性
期
機
能
を
持
つ
病
院
が
な

か
っ
た
り
、
住
民
の
生
活
圏
が
混
在
し

て
い
た
り
す
る
た
め
、
医
療
圏
を
ま
た

い
で
医
療
資
源
を
共
有
し
、
支
え
合
わ

な
け
れ
ば
地
域
医
療
が
成
り
立
た
な
い

状
況
に
あ
る
。
地
域
や
生
活
圏
を
越
え

て
患
者
情
報
を
共
有
し
、
連
携
で
き
る

機
能
は
、
こ
れ
ま
で
の
在
宅
療
養
の
流

し
て
、
自
治
体
の
国
保
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
と
特
定
健
診
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
る

医
療
費
適
正
化
事
業
、
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
な
ど
を
手
が
け
て
い
く
考

え
だ
。

「
電
子
＠
連
絡
帳
」の
多
職
種
連
携
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
自
治
体
の
保
健
師
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
多
職
種
全
体
で
ポ

リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
問
題
な
ど
社
会
的
課

題
に
つ
い
て
考
え
、
積
極
的
に
介
入
し

て
も
ら
う
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。「
先

行
自
治
体
で
実
施
す
る
公
衆
衛
生
学
有

識
者
に
よ
る
分
析
デ
ー
タ
解
釈
か
ら
地

域
特
性
を
見
極
め
、
対
象
地
区
に
保
健

指
導
の
提
案
を
進
め
て
い
き
た
い
。
本

来
の
意
味
で
住
民
の
健
康
増
進
に
つ
な

が
る
事
業
創
出
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
同
社
は
語
る
。

地域医療事情を踏まえた
組織づくりを支援
株式会社インターネット
イニシアティブ
経営企画本部　
ヘルスケア事業推進部
上級コンサルタント

小椋大嗣

〒102-0071
東京都千代田区富士見2-10-2
飯田橋グラン・ブルーム
https://www.iij.ad.jp/

「電子＠連絡帳」は ICTシステ
ムであり、多職種への導入促進だ
けでは、地域それぞれの医療・介
護連携の推進にはつながりませ
ん。愛知県内の各自治体がこれま
で取り組んできた、さまざまな地
域医療事情を踏まえた組織づく
り・ケアケース勉強会の事例紹介
を含め、導入ご支援をさせていた
だきます。

●在宅への移行
●医療機関への機能分担、強化
●地域医療連携体制の構築

●チーム医療（多職種の情報共有）

多職種間・異業種間の
情報連携と共有

電子＠連絡帳

訪問看護事業所

訪問介護士

レスパイト

在宅連携
（機能強化型）

退院時
カンファレンス

在宅医B

在宅医A

薬剤師 歯科医師

訪問介護事業所

急性期病院

回復期病院

訪問看護師

地域医療連携
（病病連携／病診連携）

病診連携 地域連携パス

地域包括ケア
（個人の健康状態の見える化・共有）

在宅医療・介護 地域包括ケアシステム

退院時
カンファレンス

株式会社インターネット
イニシアティブ

▲

図 「電子＠連絡帳」サービス概要

5 August  2017

(C) 2017 日本医療企画.



医療×企業×地域 でつくるわがまちの医療

水
野　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
私
ど

も
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
２

つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
高
齢
者
の
自
立
で

す
。
こ
こ
で
は
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

こ
と
で
介
護
保
険
に
頼
ら
ず
、
医
療
保

険
も
そ
こ
そ
こ
の
高
齢
者
を
増
や
し
ま
す
。

も
う
１
つ
は
、
高
齢
者
の「
支
え
手
」を

増
や
す
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
が
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
こ
の
２
つ
の
実
行
に
よ
り
高

齢
者
の
自
立
を
支
援
し
て
き
た
は
ず
が
、

実
は
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
10
年
経

っ
て
要
介
護
者
は
全
国
で
２・５
倍
増
え

ま
し
た
。
重
症
度
も
各
区
分
で
２
倍
増

え
ま
し
た
。
一
方
、
こ
の
間
の
高
齢
者
人

口
の
増
加
は
１・４
倍
で
す
。
つ
ま
り
介

護
予
防
も
重
症
化
予
防
も
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
回
取
り
上

セ
プ
ト
と
し
て
も
ク
ラ
ウ
ド
型
に
非
常
に

合
っ
て
い
た
の
で
全
国
に
展
開
し
た
い
と

思
い
、
水
野
先
生
に
お
声
が
け
し
、
共
同

研
究
に
よ
り
商
用
化
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
で
必
要
な 

多
職
種
連
携
と
情
報
共
有

水
野　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
必

要
な
の
は
、
多
職
種
連
携
と
情
報
共
有

で
す
。
ま
ず
は
医
師
会
と
行
政
が
タ
ッ
グ

を
組
む
こ
と
で
コ
ア
を
つ
く
り
、
そ
こ
に

「
電
子
＠
連
絡
帳
」を
導
入
し
多
職
種
チ

ー
ム
を
つ
く
る
こ
と
で
そ
の
基
盤
が
で
き

あ
が
り
ま
す
。
人
と
シ
ス
テ
ム
環
境
の
つ

な
が
り
、
こ
の
両
方
が
な
け
れ
ば
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。

喜
多　

豊
明
市
の
、
行
政
や
地
元
の
大

学
病
院
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
が

協
調
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
過
程

を
う
か
が
い
ま
し
た
。
利
用
者
を
少
し
ず

つ
確
実
に
巻
き
込
ん
で
推
進
さ
れ
た
現

場
の
皆
さ
ん
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。
豊

明
市
の
ケ
ー
ス
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
し
っ
か

り
と
道
具
と
し
て
使
い
こ
な
し
、
人
と
人

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
き
た
、
当
た
り

前
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
地
域
の
課
題
を
解
決
し
た
ケ
ー
ス

や
事
例
を
モ
デ
ル
化
し
、「
Ｉ
Ｉ
Ｊ
電
子

＠
連
絡
帳
サ
ー
ビ
ス
」を
通
じ
て
横
展
開

げ
た
愛
知
県
豊
明
市
も
同
じ
で
し
た
。

　

そ
こ
で
豊
明
市
と
地
元
医
師
会
の
協

力
を
得
て
介
護
予
防
、
重
症
化
予
防
に

つ
な
が
ら
な
い
理
由
を
、
要
介
護
者
一
人

ひ
と
り
の
国
保
の
レ
セ
プ
ト
な
ど
か
ら
分

析
し
、
多
職
種
合
同
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
通
し
て
高
齢
者
の
自
立
支
援
を
徹

底
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
通
所
介
護
や
訪
問
介
護
に
対
す
る

給
付
費
の
伸
び
が
止
ま
り
、
さ
ら
に
は

減
少
に
転
じ
る
成
果
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

喜
多　

愛
知
県
で
の「
電
子
＠
連
絡
帳
」

を
初
め
て
知
っ
た
と
き
は
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は
、
何
億
円
も
か

け
て
何
人
の
患
者
さ
ん
が
救
済
さ
れ
て
い

る
か
が
見
え
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
い

な
か
、
自
治
体
の
一
般
財
源
で
の
運
用
が

可
能
で
、
さ
ら
に
他
の
自
治
体
と
横
の

連
携
が
と
れ
る
の
が
斬
新
で
し
た
。
コ
ン

し
、
全
国
で
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
る
み

な
さ
ん
の
一
端
を
担
え
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

水
野　

健
康
と
医
療
は
今
や
統
合
さ
れ

た
フ
ィ
ー
ル
ド
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
名
大
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
疾
病

医
療
だ
け
で
な
く
先
制
医
療
や
予
防
医

療
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
病
院
改

革
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
健
康
医
療
分
野
に
応
用
す
る
に
は
、
ユ

ー
ザ
ー
か
ら
の
要
求
に
迅
速
に
、
か
つ
正

確
に
対
応
で
き
る
持
続
可
能
な
成
長
型

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

喜
多　

成
長
し
続
け
る
こ
と
は
本
当
に

重
要
で
す
。
現
場
の
皆
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ

や
課
題
は
多
く
、
治
療
法
や
予
防
の
領

域
の
進
化
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
進
化
す
る
こ
と
で

支
え
て
い
く
こ
と
は
必
須
で
す
。
予
防
医

療
や
公
衆
衛
生
学
の
観
点
で
医
療
費
適

正
化
を
分
析
し
た
も
の
を
ノ
ウ
ハ
ウ
化
し
、

利
活
用
で
き
る
よ
う
国
内
外
に
展
開
で

き
れ
ば
お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

水
野　

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人

た
ち
が
つ
な
が
り
新
し
い
価
値
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

高
齢
者
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
一
生
涯

を
支
え
る
仕
組
み
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
子

育
て
や
生
活
習
慣
病
と
い
っ
た
地
域
ご
と

の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各
地
の
課
題
を
モ
デ
ル
化

全
国
共
有
し
て
い
き
た
い

高
齢
者
の
自
立
に
つ
な
が
る

豊
明
市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
。

情
報
共
有
ツ
ー
ル「
電
子
＠
連
絡
帳
」を

開
発
し
た
名
古
屋
大
学
附
属
病
院
教
授
と

共
同
研
究
に
よ
り
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
化
し
た

ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
門
ト
ッ
プ
が
語
る
。

対談
水野正明 喜多剛志

みずの・まさあき●1959年
生まれ。名古屋大学大学院医
学研究科博士課程修了。医学
博士。名古屋大学医学部附属
病院教授、先端医療・臨床研
究支援センター副センター
長、名古屋大学総長補佐（産
学官連携担当）。専門分野は
分子生物学、脳神経外科学

水
野
正
明

M
a

s
a

a
k

i  M
izu

n
o

ICTは道具
当たり前のインフラ

各地域の
ノウハウを横展開へ

地域包括ケアシステムは
高齢者だけでなく生涯支援型

喜
多
剛
志

きた・たけし●1999年、筑
波大学第二学群生物資源学類
卒業、株式会社インターネッ
トイニシアティブに入社。ク
ラウドサービスのマーケティ
ング部門マネージャなどを経
て2014年、医療・ヘルスケ
ア分野の事業参入の検討に携
わり、16年より現職

株式会社インターネット
イニシアティブ
経営企画本部ヘルスケア
事業推進部長

名古屋大学医学部附属病院
先端医療・
臨床研究支援センター
総長補佐／教授
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